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研
究
ノ
ー
ト

日
蓮
聖
人
の
即
身
成
仏
義
：『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』
を
中
心
に

岡

　
田

　
文

　
弘

第
一
節

　
問
題
の
所
在
と
方
法

　

日
蓮
の
成
仏
に
関
す
る
教
義
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
示
が
混
在
・
並
存
し
て
い
る
こ
と
が
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め

十
分
な
精
査
が
必
要
で
あ
る
と
度
々
目
さ
れ
て
お
り
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
そ
の
内
容
が
検
討
さ
れ1
、
ま
た
本
・
現
代
宗
教
研
究
所
で

も
セ
ミ
ナ
ー
が
催
さ
れ
る
（
第
二
十
六
回
法
華
経
・
日
蓮
聖
人
・
日
蓮
教
団
論
研
究
セ
ミ
ナ
ー
「
唱
題
成
仏
を
問
う
」、
二
〇
一
七
年
）

な
ど
、
今
日
に
至
る
ま
で
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
研
究
も
先
学
に
引
き
続
き
、
日
蓮
の
成
仏
論
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』
を

題
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
同
書
に
は
即
身
成
仏
の
教
義
に
か
ん
し
て
詳
細
な
論
述
が
な
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
即
身
成
仏
に
類
似
し

つ
つ
異
な
る
と
さ
れ
る
「
生
身
得
忍
」
と
の
対
比
が
行
わ
れ
て
も
お
り
、
こ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
で
日
蓮
の
成
仏
論
の
特
徴
が
明
ら
か
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
下
、
考
察
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
て
お
く
。

　

同
書
は
、
文
永
十
（
一
二
七
三
）
年
、
佐
渡
・
一
谷
に
て
著
述
さ
れ
た
、
真
蹟
曽
存
の
遺
文
で
あ
る
。
そ
の
内
容
：
構
成
は
、
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（
一
）
三
十
二
相
に
つ
い
て
概
説
し
、
そ
の
う
ち
の
「
梵
音
声
」
は
、
音
声
ゆ
え
に
仏
像
で
は
表
せ
な
い
と
す
る
。
そ
こ
で
、
経
典
を

声
に
見
立
て
て
安
置
す
る
こ
と
で
具
足
せ
よ
、
と
す
る
。
安
置
す
べ
き
は
『
法
華
経
』
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
像
は
初
め
て
生
身
の
「
円

仏
」
と
な
る
（
一
方
、
蔵
教
の
経
を
置
け
ば
声
聞
、
通
教
の
経
で
は
縁
覚
、
別
教
の
経
で
は
菩
薩
の
像
と
な
る2
）。

　
（
二
）
遺
骨
供
養
に
話
題
が
移
行
す
る
（
前
述
の
よ
う
に
、
前
段
（
一
）
で
は
木
・
絵
の
仏
像
の
開
眼
、
す
な
わ
ち
木
・
絵
の
素
材
た

る
草
木
等
の
成
仏
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
草
木
成
仏
＝
非
情
成
仏
か
ら
の
連
想
で
、
物
質
と
し
て
の
遺
骨
の
成
仏
（
遺
骨
供

養
）
に
話
が
及
ん
だ
と
捉
え
ら
れ
る
）。
こ
こ
で
、「
即
身
成
仏
」
の
「
生
身
得
忍
」
別
を
述
べ
る
。

　
（
三
）
即
身
成
仏
義
に
つ
い
て
、『
妙
法
蓮
華
経
』
提
婆
達
多
品
第
十
二
の
「
深
達
偈3
」
を
用
い
て
説
明
す
る
。

　

概
要
は
以
上
と
し
、
次
節
よ
り
考
察
に
入
る
。

第
二
節

　
『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』
に
お
け
る
生
身
得
忍
と
即
身
成
仏
の
対
比

　

前
述
の
通
り
本
書
に
お
い
て
は
、
即
身
成
仏
に
対
比
さ
れ
る
概
念
と
し
て
「
生
身
得
忍
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
生
身
得
忍
と
は

「
身
雖
人
身
、
心
同
仏
心4
」（
定
遺
七
九
四
頁
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
体
は
生
身
の
人
間
の
ま
ま
で
心
の
み
が
仏
心
に
な
っ
て
い
る
状
態

を
指
す
。
こ
れ
は
一
般
に
「
父
母
所
生
身
の
ま
ま
に
成
仏
す
る
こ
と
」（
西
片
［
一
九
八
〇
］
二
〇
九
頁
上
）
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
の
多

い
即
身
成
仏
に
極
め
て
類
似
し
た
状
態
で
あ
る
。
し
か
し
日
蓮
は
こ
れ
を
即
身
成
仏
と
は
似
て
非
な
る
も
の
と
し
、
両
者
の
対
比
を
試
み

て
い
る
。

　

そ
の
対
比
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
な
お
「　

」
内
の
引
用
文
は
い
ず
れ
も
定
遺
七
九
四
頁
）。

①
状
態

【
生
身
得
忍
】
体
は
人
、
心
は
仏
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・「
身
は
人
身
、
心
は
法
身
」

・「
身
雖
人
身
、
心
同
仏
心
」

【
即
身
成
仏
】
身
・
心
と
も
に
仏
（
色
心
と
も
に
仏
）

・「
生
身
即
法
身
、
是
を
即
身
と
い
ふ
。
…
…
彼
魂
を
変
て
仏
意
と
成
す
、
成
仏
是
也
。」

・「
即
身
の
二
字
は
色
法
、
成
仏
の
二
字
は
心
法
。」

②
追
善
供
養
に
つ
い
て

【
生
身
得
忍
】「
華
厳
・
方
等
・
般
若
の
円
を
さ
と
れ
る
智
者5
」
が
遺
骨
供
養
を
す
れ
ば
、
死
者
は
こ
の
状
態
に
な
る

【
即
身
成
仏
】「
法
華
を
悟
れ
る
智
者
」
が
遺
骨
供
養
を
す
れ
ば
、
死
者
は
こ
の
状
態
に
な
る

③
手
本
と
な
る
仏
弟
子

【
生
身
得
忍
】
純
陀
（『
涅
槃
経
』
に
登
場
、
釈
尊
に
最
後
の
供
養
を
し
た
人
物
）

【
即
身
成
仏
】
龍
女
（『
法
華
経
』
提
婆
達
多
品
に
登
場
、
文
殊
の
教
化
で
即
身
成
仏
を
果
た
す
）

③
深
達
偈
の
配
当

【
生
身
得
忍
】
深
達
罪
福
相
徧
照
於
十
方

【
即
身
成
仏
】
微
妙
浄
法
身
具
相
三
十
二
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第
三
節

　
即
身
成
仏
＝
三
十
二
相
具
足
か
？

　

前
節
で
本
書
に
お
け
る
生
身
得
忍
・
即
身
成
仏
の
対
比
を
見
て
き
た
が
、
そ
こ
で
特
に
着
目
す
べ
き
は
③
深
達
偈
の
配
当
で
あ
る
。
こ

こ
で
、
即
身
成
仏
に
は
「
具
足
三
十
二
」
の
文
句
が
配
当
さ
れ
て
い
る
た
め
、
即
身
成
仏
は
「
三
十
二
相
が
具
足
し
た
状
態
に
な
る
こ

と
」
と
一
応
解
せ
る
が
、
こ
れ
に
は
大
い
に
問
題
が
あ
る
。
こ
の
解
釈
に
立
て
ば
、
本
書
の
内
容
、
お
よ
び
他
の
日
蓮
遺
文
の
内
容
と
も

齟
齬
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
を
三
点
に
ま
と
め
て
確
認
し
た
い
。

　

一
点
目
、
前
述
の
よ
う
に
本
書
の
冒
頭
で
は
仏
像
の
三
十
二
相
具
足
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
梵
音
声
を
『
法
華
経
』

安
置
に
よ
っ
て
具
足
さ
せ
た
場
合
は
仏
と
成
る
が
（「
三
十
一
相
の
仏
の
前
に
法
華
経
を
置
た
て
ま
つ
れ
ば
必
純
円
の
仏
」
定
遺
七
九
二

頁
）、
他
の
経
典
で
あ
っ
た
場
合
に
は
成
仏
し
な
い
（
た
と
え
ば
『
阿
含
経
』
を
置
け
ば
声
聞
に
、『
華
厳
経
』
や
『
般
若
経
』
を
置
け
ば

菩
薩
に
な
り
、
成
「
仏
」
と
は
な
ら
な
い
）
と
説
か
れ
て
い
る
。

　
　

�　
「
木
画
の
二
像
の
仏
の
前
に
経
を
置
け
ば
三
十
二
相
具
足
す
る
也
。
但
心
な
け
れ
ば
三
十
二
相
を
具
す
れ
ど
も
必
仏
に
あ
ら
ず
、

人
天
も
三
十
二
相
あ
る
が
ゆ
へ
に
。
木
絵
の
三
十
一
相
の
前
に
五
戒
経
を
置
け
ば
此
仏
は
輪
王
と
ひ
と
し
。
十
善
論
と
云
を
置
け
ば

帝
釈
と
ひ
と
し
。
出
欲
論
と
云
を
置
け
は
梵
王
と
ひ
と
し
。
全
仏
に
あ
ら
ず
。
又
木
絵
二
像
の
前
に
阿
含
経
を
置
け
ば
声
聞
と
ひ
と

し
。
方
等
般
若
の
一
時
一
会
の
共
般
若
を
置
け
ば
縁
覚
と
ひ
と
し
。
華
厳
方
等
般
若
の
別
円
を
置
け
ば
菩
薩
と
ひ
と
し
。
全
非
仏
。

大
日
経
・
金
剛
頂
経
・
蘇
悉
地
経
等
の
仏
眼
大
日
の
印
真
言
は
、
名
は
仏
眼
大
日
と
い
へ
ど
も
其
義
は
非
仏
眼
大
日
。
例
せ
ば
仏
華

厳
経
非
円
仏
。
名
に
は
よ
ら
ず
。」（
定
遺
七
九
一
─
七
九
二
頁
）

　

し
た
が
っ
て
、
三
十
二
相
具
足
が
即
座
に
成
仏
と
な
る
の
で
は
な
く
、『
法
華
経
』
が
介
在
す
る
こ
と
が
必
須
条
件
と
な
る
…
…
さ
す
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れ
ば
、
成
仏
の
本
質
的
な
要
因
は
、
三
十
二
相
具
足
よ
り
も
む
し
ろ
『
法
華
経
』
の
存
在
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る6
。
そ
の

た
め
即
身
成
仏
に
お
い
て
も
、
単
に
三
十
二
相
具
足
と
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
で
は
な
い
か
、
三
十
二
相
具
足
に
ど
れ
ほ
ど
の
重
要

性
が
あ
る
の
か
、
疑
念
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

　

つ
づ
く
二
点
目
。
本
書
後
半
で
説
か
れ
る
遺
骨
供
養
に
つ
い
て
、「
法
華
を
悟
れ
る
智
者
死
骨
を
供
養
せ
ば
生
身
即
法
身
。
是
を
即
身

と
い
ふ
。」（
定
遺
七
九
四
頁
）
と
し
、
法
華
を
悟
れ
る
智
者
が
遺
骨
を
「
即
身
成
仏
」
さ
せ
る
と
い
う
説
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
人
の
遺
骨
は
三
十
二
相
を
具
足
し
て
な
ど
い
な
い
（
具
足
し
よ
う
が
な
い
）。
し
た
が
っ
て
、
即
身
成
仏
＝
三
十
二
相
具
足

と
捉
え
る
と
、
こ
こ
で
も
齟
齬
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
最
も
問
題
と
す
べ
き
は
三
点
目
、
龍
女
成
仏
の
問
題
で
あ
る
。
第
二
節
で
示
し
た
と
お
り
、
本
書
で
日
蓮
は
即
身
成
仏
の
手
本

と
し
て
龍
女
を
挙
げ
て
い
る
。

　

提
婆
達
多
品
に
は
、
龍
女
の
成
仏
に
つ
い
て
「
文
殊
の
教
化
に
よ
る
、
海
中
で
の
成
仏
」
と
「
変
成
男
子
を
経
た
、
南
方
無
垢
世
界
で

の
成
仏
」
の
二
種
が
説
か
れ
て
い
る7
。
更
に
日
蓮
は
前
者
を
女
人
成
仏
の
正
意
と
し
、
重
視
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る8
。
顕
著
な
例
と

し
て
は
、
初
期
の
『
法
華
題
目
抄
』
に
は
「
文
殊
師
利
菩
薩
の
妙
の
一
字
を
説
給
し
か
ば
忽
に
仏
に
な
り
き
」（
定
遺
四
〇
一
頁
）
と
述

べ9
、『
祈
祷
鈔
』
で
は
「
文
殊
の
教
化
に
よ
り
て
、
海
中
に
し
て
法
師
・
提
婆
の
中
間
、
わ
づ
か
に
宝
塔
品
を
説
れ
し
時
刻
に
、
仏
に
な

り
た
り
し
事
は
あ
り
が
た
き
事
也
。」（
定
遺
六
七
三
─
六
七
四
頁
、
傍
線
部
筆
者
）
と
明
確
に
「
海
中
で
の
成
仏
」
を
示
し
、
ま
た
五
大

部
の
一
で
あ
る
『
撰
時
抄
』
に
は
、「
五
障
の
龍
女
は
蛇
身
を
あ
ら
た
め
ず
し
て
仏
に
な
る
」（
定
遺
一
〇
〇
三
─
一
〇
〇
四
頁
、
傍
線
部

筆
者
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
日
蓮
は
、
身
を
変
ず
る
（
変
成
男
子
）
前
の
、
女
身
・
畜
身
の
ま
ま
、
す
な
わ
ち
生
身
の
ま
ま

で
の
海
中
で
の
成
仏
を
龍
女
成
仏
の
正
意
と
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
本
書
『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』
で
即
身
成
仏
の
正
意
と
さ
れ
る
「
三
十
二
相
具
足
の
成
仏
」
が
明
確
に
説
か
れ
る
の
は
、

龍
女
成
仏
に
お
い
て
は
、
変
成
男
子
後
の
成
仏
な
の
で
あ
る
。
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�　
「
皆
見
龍
女
、
忽
然
之
間
變
成
男
子
、
具
菩
薩
行
、
即
往
南
方
無
垢
世
界
、
坐
寶
蓮
花
成
等
正
覺
、
三
十
二
相
八
十
種
好
」（
大
正

九
、
一
七
〇
上
二
三
─
二
五
）

　

す
る
と
本
書
の
論
理
で
は
、
龍
女
の
即
身
成
仏
は
、
変
成
男
子
後
の
成
仏
こ
そ
が
正
意
と
な
り
、
ま
た
海
中
成
仏
（
現
身
た
る
畜
身
・

女
身
を
捨
て
な
い
ま
ま
で
の
成
仏
）
は
「
生
身
得
忍
」
と
み
な
さ
れ
る
可
能
性
す
ら
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
い
か

に
整
合
性
が
と
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
次
節
で
検
討
し
た
い
。

第
四
節

　
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
の
「
無
表
色
の
三
十
二
相
」

　

こ
こ
で
、
日
蓮
の
即
身
成
仏
義
を
知
る
上
で
重
要
な
文
献
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
修
学
期
に
清
澄
で
著
し
た
と
さ
れ
る
『
戒
体
即
身
成
仏

義
』
を
見
て
み
た
い10
。

　
　

�　
「
龍
女
が
即
身
成
仏
は
、
不
改
畜
生
蛇
道
身
、
三
十
二
相
之
即
身
成
仏
也
。
畜
生
の
破
戒
に
て
表
色
な
き
身
も
、
三
十
二
相
無
表

色
の
戒
体
を
発
得
す
る
は
、
三
悪
道
の
身
即
五
戒
た
る
故
也
。」（
定
遺
九
頁
、
傍
線
部
筆
者
）

　

こ
こ
で
日
蓮
は
龍
女
の
即
身
成
仏
は
「
三
十
二
相
具
足
の
即
身
成
仏
」
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
畜
生
・
蛇
身
を
改
め
な
い
ま
ま
の
即

身
成
仏
」（「
不
改
畜
生
蛇
道
身
」）
で
も
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
一
見
矛
盾
に
見
え
る
が
、
更
に
日
蓮
は
「
目
に
は
見
え
な
い
、
形
で
は

な
い
三
十
二
相
」（「
三
十
二
相
無
表
色
」）
が
備
わ
っ
た
、
と
す
る
の
で
あ
る11
。

　

こ
の
「
無
表
色
の
三
十
二
相
」
の
解
釈
に
よ
る
な
ら
ば
、
海
中
で
文
殊
の
教
化
を
受
け
た
龍
女
は
生
身
に
「
目
に
見
え
な
い
三
十
二

相
」
を
そ
な
え
、
外
面
に
は
「
生
身
の
姿
の
ま
ま
で
」
成
仏
し
た
、
す
な
わ
ち
即
身
成
仏
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
先
述
の
矛
盾
は
解
消
さ
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れ
整
合
性
が
と
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
こ
の
「
無
表
色
の
三
十
二
相
」
を
認
め
る
な
ら
ば
、
本
稿
第
三
節
で
提
示
し
た
他
の
二
つ
の
疑
念
…
…
仏
像
（
草
木
）
の
（
形
と

し
て
の
三
十
二
相
具
足
と
は
無
関
係
に
成
立
す
る
、
一
念
三
千
の
）
即
身
成
仏
や
、
外
面
に
三
十
二
相
を
具
せ
な
い
死
骨
の
即
身
成
仏
が

「
具
相
三
十
二
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
、
矛
盾
で
は
な
く
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
に
お
け
る
「
無
表
色
の
三
十
二
相
」
を
想
定
す
れ
ば
、『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』
に
見
ら
れ
る
問

題
点
は
会
通
・
解
消
で
き
る
と
言
え
よ
う12
。

第
五
節

　
ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
日
蓮
の
成
仏
論
を
考
察
す
べ
く
『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』
に
お
け
る
即
身
成
仏
義
を
確
認
し
た
。
更
に
そ
こ
か
ら
、
三
十

二
相
具
足
を
即
身
成
仏
と
す
る
（
生
身
の
ま
ま
心
の
み
成
仏
す
る
こ
と
は
「
生
身
得
忍
」
と
し
て
区
別
す
る
）
説
示
に
つ
い
て
問
題
点
を

指
摘
し
た
上
で
、『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
に
お
け
る
「
無
表
色
」
の
三
十
二
相
具
足
の
説
を
援
用
し
、
会
通
を
試
み
た
。

（
テ
キ
ス
ト
）

定
遺
→
立
正
大
学
宗
学
研
究
所
『
昭
和
定
本　

日
蓮
聖
人
遺
文
』（
身
延
山
久
遠
寺
、
一
九
五
二
─
一
九
五
九
）

大
正
新
脩
大
蔵
経

（
参
考
文
献
）

浅
井
円
道
［
一
九
九
九
］『
日
蓮
聖
人
と
天
台
宗
』
山
喜
房
仏
書
林

阿
部
龍
一
［
二
〇
一
七
］�「「
平
家
納
経
」
と
女
性
の
仏
教
実
践
（
東
ア
ジ
ア
の
女
性
と
仏
教
と
文
学
『
法
華
経
』
と
女
人
の
形
象
）」『
ア
ジ
ア
遊
学
』

二
〇
七
、
勉
誠
出
版
、
一
六
三
─
二
〇
八
頁
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岡
田
真
美
子
［
二
〇
一
三
］�「
改
転
の
女
人
成
仏
と
龍
女
成
仏　

竺
法
護
の
訳
経
群
を
中
心
に
」『
法
華
仏
教
と
関
係
諸
文
化
の
研
究　

伊
藤
瑞
叡
博

士
古
稀
記
念
論
文
集
』
一
二
一
─
一
三
一
頁

北
尾
啓
王
［
一
九
三
四
］『
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
』
第
一
巻
、
大
林
閣

小
林
是
恭
［
一
九
三
四
］『
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
』
第
七
巻
上
、
大
林
閣

西
片
元
証
［
一
九
八
〇
］�「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
「
即
身
成
仏
」
の
一
考
察
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
七
（
二
九
─
一
）、
二
〇
九
─
二
一
一
頁

　
　
　
　

［
一
九
八
三
］�「
日
蓮
聖
人
教
学
に
お
け
る
即
身
成
仏
の
一
考
察
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
三
（
三
二
─
一
）、
三
七
四
─
三
七
六
頁

花
野
充
道
［
二
〇
一
四
］�「
日
蓮
の
生
涯
と
そ
の
思
想
」
小
松
邦
彰
・
花
野
充
道
編
『
シ
リ
ー
ズ
日
蓮
２　

日
蓮
の
思
想
と
そ
の
展
開
』
春
秋
社
、

四
─
八
一
頁

穂
坂
悠
子
［
二
〇
〇
八
］「
日
蓮
聖
人
の
女
性
観　

女
人
成
仏
論
を
中
心
に
」『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
三
五
、
一
四
二
─
一
五
三
頁

間
宮
啓
壬
［
二
〇
〇
八
］�「
日
蓮
に
お
け
る
救
済
の
構
造
（
増
補
改
訂
）」『
仏
教
文
化
の
諸
相　

坂
輪
宣
敬
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
三
三
三
─
三

五
五
頁

間
宮
啓
壬
［
二
〇
一
七
］『
日
蓮
に
お
け
る
宗
教
的
自
覚
と
救
済
』
東
北
大
学
出
版
会

１　

本
研
究
の
主
題
で
あ
る
即
身
成
仏
に
関
わ
る
研
究
で
主
要
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
天
台
と
日
蓮
の
教
義
を
対
比
さ
せ
る
と
い
う
西
片
元
証
氏
の

一
連
の
論
考
（
西
片
［
一
九
八
〇
］［
一
九
八
三
］
等
）、
ま
た
近
年
で
は
、
即
身
成
仏
思
想
と
霊
山
往
詣
思
想
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
究
し
た

間
宮
［
二
〇
〇
八
］（
間
宮
［
二
〇
一
七
］
に
再
録
）
な
ど
が
あ
る
。

２　

こ
の
際
に
、
草
木
（
非
情
）
成
仏
と
一
念
三
千
の
問
題
も
触
れ
ら
れ
る
が
、『
観
心
本
尊
抄
』
で
見
ら
れ
る
説
明
ほ
ど
は
詳
細
で
は
な
い
。

３　
「
深
達
罪
福
相　

遍
照
於
十
方　

微
妙
淨
法
身　

具
相
三
十
二　

以
八
十
種
好　

用
莊
嚴
法
身　

天
人
所
戴
仰　

龍
神
咸
恭
敬　

一
切
衆
生
類　

無
不
宗
奉
者　

又
聞
成
菩
提　

唯
佛
當
證
知　

我
闡
大
乘
教　

度
脱
苦
衆
生
」（
大
正
九
、
三
五
中
二
八
─
下
五
）

４　

出
典
は
『
涅
槃
経
』「
南
無
純
陀
、
雖
受
人
身
、
心
如
佛
心
。」（
北
本
、
壽
命
品
第
一
之
二
、
大
正
一
二
、
三
七
二
中
二
六
─
二
七
。
南
本
、

純
陀
品
第
二
、
大
正
一
二
、
六
一
二
上
二
一
）。
日
蓮
の
引
用
に
よ
り
近
い
文
は
『
菩
提
心
論
』
の
「
涅
槃
經
云
、
南
無
純
陀
、
身
雖
人
身
、
心
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同
佛
心
」（
大
正
三
二
、
五
七
三
中
二
九
─
下
一
）。
い
ず
れ
も
傍
線
部
筆
者
。

５　

小
林
［
一
九
三
四
］
一
五
八
頁
は
、
円
体
無
殊
の
天
台
者
と
す
る
。

６　

な
お
『
法
華
経
』
の
力
用
す
な
わ
ち
一
念
三
千
が
、
木
絵
の
像
を
成
仏
さ
せ
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
に
見
ら
れ
る
と
お

り
で
あ
る
。

７　

海
中
成
仏
：
「
智
積
問
文
殊
師
利
言
…
…
頗
有
衆
生
勤
加
精
進
修
行
此
經
、
速
得
佛
・
不
。
文
殊
師
利
言
、
有
。
裟
竭
羅
龍
王
女
、
年
始
八
歳
。

…
…
能
至
菩
提
。」（
大
正
九
、
三
五
中
一
三
─
二
一
）

　
　

変
成
男
子
の
成
仏
：
「
皆
見
龍
女
、
忽
然
之
間
變
成
男
子
、
具
菩
薩
行
、
即
往
南
方
無
垢
世
界
、
坐
寶
蓮
花
成
等
正
覺
、
三
十
二
相
八
十
種
好
」

（
大
正
九
、
一
七
〇
上
二
三
─
二
五
）

８　

な
お
、
現
在
は
龍
女
成
仏
＝
変
成
男
子
の
成
仏
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
が
、
従
来
は
海
中
成
仏
説
が
通
説
で
あ
っ
た
と
の
論

証
を
阿
部
［
二
〇
一
七
］
が
行
な
っ
て
い
る
。

９　

た
だ
し
、
そ
の
直
後
に
つ
づ
く
「
あ
ま
り
に
不
審
な
り
し
故
に
、
宝
浄
世
界
の
多
宝
仏
の
第
一
の
弟
子
智
積
菩
薩
・
釈
迦
如
来
の
御
弟
子
の
智

慧
第
一
の
舎
利
弗
尊
者
、
四
十
余
年
の
大
小
乗
経
の
意
を
も
つ
て
龍
女
の
仏
に
な
る
ま
じ
き
由
を
難
ぜ
し
か
ど
も
、
終
に
叶
は
ず
し
て
仏
に
な
り

に
き
。」（
定
遺
四
〇
一
─
四
〇
二
頁
）
の
文
の
傍
線
部
を
、
間
宮
［
二
〇
一
七
］
は
変
成
男
子
後
の
成
仏
へ
の
言
及
と
捉
え
る
。
同
論
は
、
こ
の

よ
う
に
日
蓮
が
龍
女
の
成
仏
を
二
種
と
し
つ
つ
も
、
前
者
を
重
視
し
た
旨
を
論
じ
て
い
る
（
間
宮
［
二
〇
一
七
］
四
一
五
─
四
一
八
頁
）。

10　

同
書
の
真
偽
問
題
に
つ
い
て
の
最
新
見
解
と
し
て
は
「
早
く
は
日
祐
（
一
二
九
八
─
一
三
七
四
）
の
『
本
尊
聖
教
録
』（
通
称
、『
祐
師
目
録
』、

一
三
四
四
成
立
）
の
「
写
本
の
部
」
に
記
載
さ
れ
、
日
全
（
一
二
九
四
─
一
三
四
四
）
の
『
法
華
問
答
正
義
抄
』（
一
三
四
二
執
筆
）
に
も
、
日

進
（
一
二
七
一
─
一
三
三
四/

四
七
）
の
『
本
迹
事
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
真
撰
と
見
て
何
ら
問
題
は
な
い
」（
花
野
［
二
〇
一
四
］
八

頁
）
が
あ
り
、
ま
た
本
宗
の
浅
井
円
道
師
も
本
書
を
も
っ
て
聖
人
初
期
の
思
想
を
考
察
し
て
い
る
（
浅
井
［
一
九
九
九
］
二
八
三
─
二
八
五
頁
）

こ
と
等
か
ら
、
比
較
的
信
頼
に
足
る
写
本
遺
文
と
し
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

　
　

な
お
、
佐
前
、
し
か
も
立
教
開
宗
前
・
修
学
期
の
著
作
を
佐
中
の
そ
れ
と
単
純
に
比
較
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
も
勿
論
あ
る
が
、『
戒
体
即

身
成
仏
義
』
に
は
浄
土
教
批
判
な
ど
後
の
日
蓮
思
想
に
も
継
承
さ
れ
る
要
素
が
多
分
に
見
ら
れ
る
の
で
、
本
書
を
援
用
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
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る
と
考
え
る
。

11　
「
御
文
に
よ
れ
ば
提
婆
品
会
上
に
於
け
る
龍
女
の
三
十
二
相
は
、
釈
尊
等
の
如
き
表
色
無
表
色
と
も
完
全
に
具
足
せ
る
そ
れ
に
あ
ら
ず
し
て
、

凡
人
に
は
不
可
解
で
あ
る
無
表
色
無
作
の
そ
れ
で
あ
つ
た
や
う
だ
」（
北
尾
［
一
九
三
四
］
五
七
頁
）

12　

以
下
、
三
点
の
補
足
を
し
て
お
く
。

【
補
足
⑴
】

　

こ
こ
で
、
あ
わ
せ
て
円
珍
『
授
決
集
』
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
同
書
に
は
以
下
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。

　
「
龍
女
速
疾
具
三
十
二
相
、
即
是
一
念
聞
經
究
竟
三
菩
提
也
。
擧
一
例
諸
。」（
大
正
七
四
、
二
八
七
上
三
─
五
）

　

こ
の
「
龍
女
速
疾
具
三
十
二
相
」
は
南
方
無
垢
世
界
成
道
の
こ
と
か
と
一
見
見
え
る
が
、
つ
づ
い
て
「
即
是
一
念
聞
經
究
竟
三
菩
提
也
」
と
あ
り
、

一
念
の
聞
経
で
菩
提
を
究
竟
し
た
、
す
な
わ
ち
文
殊
か
ら
聞
経
し
て
（
畜
身
女
身
の
ま
ま
）
即
身
成
仏
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
海

中
成
仏
と
「
龍
女
速
疾
具
三
十
二
相
」
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
無
表
色
の
即
身
成
仏
」
の
思
想
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
こ
の
文
に
「
擧
一
例
諸
」
と
あ
る
が
、
本
書
『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』
成
立
の
前
年
に
成
立
し
た
『
開
目
抄
』
に
お
い
て
、
日
蓮
は
こ
の
語
を

用
い
て
龍
女
成
仏
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
（「
挙
一
例
諸
と
申
て
龍
女
成
仏
は
末
代
の
女
人
の
成
仏
往
生
の
道
を
ふ
み
あ
け
た
る
な
る
べ
し
」
定
遺

五
九
〇
頁
）。

　

こ
こ
か
ら
日
蓮
は
本
書
『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』
に
お
い
て
龍
女
成
仏
を
著
述
す
る
際
に
『
授
決
集
』
の
文
を
念
頭
に
お
き
、
そ
こ
で
三
十
二
相

具
足
の
即
身
成
仏
を
述
べ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
（
な
お
、『
当
体
蓮
華
抄
』
も
『
授
決
集
』
を
引
い
て
龍
女
の
女
人
成
仏
を
論
ず
る
が
、

同
書
は
真
偽
問
題
が
大
き
い
た
め
、
こ
こ
で
は
論
考
し
な
い
）。

【
補
足
⑵
】

　

無
表
色
の
三
十
二
相
に
つ
い
て
、
他
の
日
蓮
遺
文
に
は
「
妙
の
文
字
は
三
十
二
相
・
八
十
種
好
円
備
せ
さ
せ
給
釈
迦
如
来
に
て
お
は
し
ま
す
を
、

我
等
が
眼
つ
た
な
く
し
て
文
字
と
は
み
ま
い
ら
せ
候
也
。」『
妙
心
尼
御
前
御
返
事
』
定
遺
一
七
四
八
頁
）
と
あ
り
、「
我
々
の
目
に
は
仏
の
三
十
二

相
は
見
え
ず
、
経
の
文
字
と
し
て
見
え
る
」
と
い
う
論
が
示
さ
れ
て
い
る
（
関
連
：
「
応
化
非
真
仏
と
申
て
、
三
十
二
相
・
八
十
種
好
の
仏
よ
り
も
、

法
華
経
の
文
字
こ
そ
真
の
仏
に
て
は
わ
た
ら
せ
給
候
へ
。」（『
御
衣
並
単
衣
御
書
』
定
遺
一
一
一
一
頁
）。
こ
の
論
は
、
開
経
偈
の
「
色
相
の
文
字
は
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即
ち
是
れ
応
身
な
り
」
と
し
て
、
現
在
ま
で
日
蓮
門
下
に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

【
補
足
⑶
】

　

な
お
「
生
身
得
忍
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
遺
文
に
は
、『
戒
体
即
身
成
仏
義
』（『
華
厳
経
』
や
『
梵
網
経
』
に
説
か
れ
る
速
疾
の
成
仏
は
生

身
得
忍
で
あ
る
、
と
説
示
。「
さ
れ
ば
華
厳
経
に
は
初
発
心
時
便
成
正
覚
。
梵
網
経
に
は
衆
生
受
仏
戒
即
入
諸
仏
位
位
同
大
覚
已
真
是
諸
仏
子
文
。

答
云
、
法
華
已
前
の
円
の
戒
体
を
受
て
、
其
上
に
発
得
生
身
得
忍
也
。」
定
遺
五
頁
）、『
大
田
殿
女
房
御
返
事
』（『
菩
提
心
論
』
所
説
の
即
身
成
仏

は
生
身
得
忍
と
解
す
べ
き
、
と
説
示
。「
さ
れ
ば
此
論
次
下
に
、
即
身
成
仏
を
か
ゝ
れ
て
候
が
、
あ
へ
て
即
身
成
仏
に
は
あ
ら
ず
。
生
身
得
忍
に
似

て
候
。」
定
遺
一
七
五
七
─
一
七
五
八
頁
）
そ
し
て
『
秀
句
十
勝
抄
』
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
『
秀
句
十
勝
抄
』
で
は
、『
菩
薩
処
胎
経
』
に
説
か
れ
る
「
不
捨
身
・
不
受
身
」
の
現
身
で
の
成
仏
を
「
生
身
得
忍
」
と
し
、
真
の
（
即

身
）
成
仏
で
は
な
い
と
説
示
し
て
い
る
。

　
「
胎
経
云
［
私
云
爾
前
円
生
身
得
忍
也
］。
魔
・
梵
・
釈
・
女
皆
不
捨
身
不
受
身　

悉
於
現
身
得
成
仏
。」（
定
遺
二
三
七
四
頁
）

　
『
菩
薩
処
胎
経
』
の
該
当
箇
所
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
時
有
七
十
萬
二
千
億
女
、
在
大
曠
野
非
人
行
處
。
齊
同
一
行
解
空
無
相
無
願
之
法
、
一
日
一
時
三
等
通
達
、
①
即
成
佛
道
、
衆
相
具
足
。
…
…

是
謂
、
②
不
捨
身
・
受
身
而
成
佛
道
。」（
大
正
一
二
、
一
〇
三
五
下
四
─
九
、
傍
線
部
筆
者
。
日
蓮
が
言
及
し
て
い
る
の
は
傍
線
②
）

　

こ
の
経
文
に
は
甚
だ
し
い
矛
盾
が
あ
る
。
傍
線
①
で
は
「
衆
相
具
足
」
つ
ま
り
仏
の
諸
相
＝
三
十
二
相
を
身
に
具
し
た
と
い
う
こ
と
で
、「
生
身

の
身
を
捨
て
、
新
た
に
仏
身
を
得
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
傍
線
②
で
は
「
不
捨
身
・
受
身
」
つ
ま
り
今
ま
で
の
身
を
捨
て
る
こ

と
も
新
し
い
身
体
を
受
け
て
も
い
な
い
、
と
し
て
お
り
、
記
述
が
食
い
違
う
の
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
『
菩
薩
処
胎
経
』
に
お
け
る
女
人
成
仏
は
、
①
の
よ
う
に
「
衆
相
具
足
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
無
表
色
の
三
十
二
相
を
具
す
る

即
身
成
仏
で
は
な
く
、
従
っ
て
②
は
即
身
成
仏
と
似
て
非
な
る
「
生
身
得
忍
」
と
し
て
あ
く
ま
で
解
さ
れ
る
、
と
会
通
し
た
も
の
か
（
以
下
の
論
を

参
照
「
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
「
衆
相
具
足
」
と
い
う
表
現
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
主
人
公
は
成
仏
後
「
衆
相
」
す
な
わ
ち
仏
の
大
人
相
を
備

え
た
と
し
て
い
る
の
で
、
結
局
は
成
仏
前
と
は
姿
が
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
蓮
が
『
菩
薩
處
胎
経
』
の
成
仏
を
「
生
身
得
忍
」
と
し
て
、
一

念
三
千
の
成
仏
と
し
な
か
っ
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
」
岡
田
［
二
〇
一
三
］
一
二
六
頁
下
）。
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